
 
  
 
１ 調査結果の概要 
  

受検者数(人) 平均通過率（％） 標準偏差 

17,326 58.4 19.7 

 
 
 

【通過設問率の度数割合のグラフ】 
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【本年度調査問題のポイント】 
 
 昨年度の調査では，社会的事象を資料と関連付けて考えたり，資料やグラフを活用し，

読み取ったりすることについては，おおむね良好という結果を得ている。しかし，社会

的事象の意味や働きを考えたり，基礎的な知識や概念の理解とそれを活用したりするこ

とが課題であることが分かった。 

 本年度の調査ではその結果を踏まえ，その課題の状況を詳しく見取るため，社会的事

象の意味や働きについての説明を文章で記述したり，関連する身近な具体例を挙げたり

する問題や基礎的な知識を活用して解いたり，複数の資料から必要な資料を選択し，情

報を正しく吟味して社会的事象を考察したりする問題を取り入れている。 

 

【調査結果のポイント】 
 
 おおむね良好な点 
 
  ○ 基本的な語句と社会的事象を理解すること 
 
  ○ 資料やグラフを活用し，情報を読み取ること 

   社   会 



  
 不十分またはやや不十分な点 
 
  △ 資料を活用し読み取った情報から社会的事象の意味や働きを筋道立てて考えること 
 
  △ 複数の資料から必要な資料を選択したり，根拠として活用して自分の考えを文章で表

現したりすること   
 
△ 方位や都道府県の位置や名称などの基礎的な知識や概念の理解とそれらを活用するこ

と 
 
   
２ 学力観点別状況の分析・考察・指導のポイント 
 
                                【学力観点別通過率のグラフ(%)】 
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（１）「社会的な思考・判断」 

 １（３），２（２）②，４は常識的な既習の知識を活用して考える力を問う問題であ

る。このような問題では約 70％の児童生徒は正解できている。 

 しかし，２（３）の品種改良の意義について立場を変えて考えたり，６（３）の古墳

の分布状況から当時の地方の権力の様子を考えたり，７（３）のように説明に適した資

料を選択して活用しながら歴史的事象の目的を説明したり，８（２）の日本の国際的な

地位向上に貢献した出来事の内容を説明したりする問題など，様々な見方から複数の解

答が考えられたり，ある資料から読み取った事実を基に考察するような力が求められる

問題では，通過率は 20％台になると同時に無解答率が 30～40％台であり，こうした思考

力・判断力が十分に身に付いているとは言えない。 

このことから，「なぜそうなるのか？」という問題解決的な学習を通して，社会的事

象の意義や前後の関係をとらえて原因となるものを予測し，追究して説明する力が十分

身に付いていないと思われる。また，複雑な思考を要する問題では無解答率が高い。 

社会的事象を覚える学習だけでなく，資料や統計を読み取りながら自分なりに考察し

て他人に分かるように表現させたり，社会的事象の持つ意味や意義を考えた上で，現在

の児童生徒の生活の中で見られるものや実社会に現れていることと関連付けたりする学

習を積み上げていく必要がある。また，話し合いによって，より多面的な見方・考え方

に触れることができるようにしたい。 



 
（２）「資料活用の技能・表現」 

 ２（２）①のグラフから事実を読み取ったり，３（１）の地図とグラフを組み合わせ

て正しい事実を読み取ったり，６（２）の地図から事実を正しく読み取ったりする問題

は 70％以上の児童生徒が正解しており，資料から事実を読み取る力は昨年と同様に多く

の児童生徒に付いていると言える。 

 しかし，１（２）や５（２）のように方位認識を活用しての地図の読み取りについて

は，通過率が他の小問の通過率よりも下がることから，方位認識が十分身に付いていな

いことが分かる。 

また，３（３）や７（２）（３）のように複数の資料から必要な資料を適切に選んで

解答したり，選んだ資料に関連させて社会事象の意義を説明したりする問題では，通過

率が低くなっている。さらに，文章で解答する問題では，無解答率が 30～50％と高い割

合になる場合が多い。これらのことから，複数の資料から読み取れることを整理して考

えたり，資料から読み取ったことに基づいて自分の考えをまとめて文章で表現したりす

る力が十分でない傾向があると考えられる。 

方位認識は，身近な実生活の中で培われ，それが縮尺の小さな日本地図や世界地図に

まで応用されていく。まずは，身近な地域の調査等で縮尺の大きな地図を活用して学区

の様子を方位を使って表現したり，調べたりするなどの体験を積んでおきたい。 

授業で複数の資料を扱うときには，一つ一つの資料から読み取れる事実を表や図等で

整理しつつ，資料から読み取れることの全体像を明らかにしたり，資料相互の関係を考

えさせたりする必要がある。資料の活用も，単に資料を事実の読み取りだけに終わらせ

るのではなく，自分の考えはどの資料に基づくものであるかを明らかにするなど説明す

る根拠として活用する等の学習活動の工夫が必要である。また，資料から明らかになる

ことや，考えられることをまとめて口頭で発表するだけでなく，分かりやすい文章にま

とめる活動を授業の中に取り入れるようにする。 

社会科のテストの中にも記述問題を入れ，最初はキーワードを示してそれを活用して

記述するなどの段階的な指導をしつつ，分かりやすい文章を書けるようにしていくこと

が必要である。 
 
 

（３）「社会的事象についての知識・理解」 

 １（１）の岡山県の山地，高原，平野などの名称，４（１）の情報伝達の流れ，８（１）

の大日本帝国憲法の草案起草者，８（３）明治以降の外国との戦争の名称，９（１）の

地方自治に関する基本的な語句を問うような問題は，児童生徒の 70％以上は正しく解答

できる。 

しかし，１（２）の岡山県の三大河川の名称，２（１）の都道府県の位置と名称，６

（１）の渡来人たちが当時の日本にもたらしたもの，７（１）の江戸幕府の支配体制を

確立していった徳川家光の名前や業績などの他の知識との区別が紛らわしい問題になる

と通過率が下がる傾向が見られる。また，８（２）の明治以降の我が国の国際的な地位

が向上することになる歴史的事象や 10（１）の国際連合の役割の具体を問うような大き

な時代の流れや国際的な組織の中での社会的事象の理解を問う問題については，通過率

が低い。 

 特に歴史に関する学習内容についての通過率が低い傾向が見られるため，確実な知識

の定着を図る必要がある。時代順に学習を進めていくだけではなく，既習の時代と比較 



 
して考察させたり，表にまとめさせたりするような作業をする等，適宜機会を設けて学

習を進める必要がある。 

また，地理的，政治的内容については日常生活の中において児童生徒が触れたり気付

いたりすることも多くあると考えられる。身近な例として関連した内容を紹介させたり，

新聞記事や地図帳などで見付けさせたりするうちに知識として定着すると考えられる。 
 
 

３ 学習領域別状況の分析・考察・指導のポイント 
 
               【学習領域別通過率のグラフ(%)】 
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（１）「我が国の産業」 

 ２（１）は都道府県別の米の生産量と岡山県の生産量を比較して答える問題であった

が，結果からは関東・東北地方の県名と位置が分からず基礎的な知識が十分に定着して

いないことが分かる。２（３）は稲の品種改良という社会的事象について生産者と消費

者の立場からその意義を答える問題であったが，結果からは，その仕事に携わる人々の

工夫や努力は何のためにしているのかというところまで理解ができていないことが分か

る。 

３（１）（２）は，工業地域や工業地帯の分布を読み取り，さらに臨海工業地帯（地

域）の概念を問う問題であった。結果からは，工業地帯（地域）の理解が分布の読み取

りだけにとどまり，臨海工業地帯（地域）の立地条件を考えることができていないとい

う課題が見えてきた。 

 我が国の産業の学習では，都道府県の位置や名称のような基礎的な知識を身に付けた

上で分布図を読ませたり，統計資料を見せたりして，空間認識とともに社会的事象をと

らえさせていく必要がある。また，学習の中で出てくる社会的事象が語句の暗記になら 

 



 
ないように，その意味や意義を問うような学習課題について学習させていくことが大切

である。 
 
 

（２）「県の様子・我が国の国土」 

 １は，岡山県の地形の特色を知識として正しくとらえる問題である。結果からは，特

に大部分の児童生徒は（２）の岡山の三大河川の名称と位置が一致していないことが分

かった。 

 ５は，我が国の近隣諸国の位置関係と地図から日本の範囲や距離を読み取る問題であ

る。大韓民国を問う問題であったが，ニュース等で国名は聞き慣れていても位置を特定

できていないことが分かった。日本を含めた世界地図を見る機会が少ないことが要因で

あると考えられる。 

県の様子について，例えば自分たちの住んでいる地域付近の河川は答えられてもそれ

以外の河川名が日常生活に活用される場面が少ないのか，知識が定着していない。新聞

の地方欄やローカルニュースなどで出てくる地名から地図を見る習慣をつけて，気にな

る地名は地図で確認するなどの学習習慣を付けさせるよう指導する必要がある。この際，

家庭と連携して日常生活の中でも空間認識を育成する環境を育てていきたい。 

国土に関する学習では，実際に眺めたり触れたりすることができないものを学習対象

とするので，空間認識を育てると同時に社会的事象を空間の位置関係とともに理解する

学習活動を工夫することが大切である。 
 
 

（３）「我が国の歴史」 

 ６は古墳時代を取り上げ，当時の大陸との関係や古墳の分布から読み取れることを問

う問題である。結果から，（１）では児童生徒の約６割が，当時渡来人が日本に伝えた

ものと平安時代に国風文化として日本でつくられたひらがなとの時間的系列上での整理

ができておらず，知識が混同していることが分かった。また，（３）からは古墳の分布

から読み取ったことを基に，当時の支配構造を合理的に考察し，表現が十分できる児童

生徒が約半数しかいないことが分かった。 

 ７は，江戸幕府の始まりを取り上げ，ある歴史的事象に関連する文章から歴史上の人

物名やその業績の一つが武士による政治の安定にどのように関連しているのかを資料活

用しながら答える問題である。結果からは，（１）では徳川家光の業績であると判断で

きる児童生徒が約半数しかいないことが分かる。特に徳川家康との混同が多く見られ，

紛らわしい知識について正確な理解が十分にできていないと言える。（２），（３）は

資料活用しながら参勤交代の目的を記述する問題であるが，まず，目的を説明する資料

を正しく選ぶことができている児童生徒が半数しかおらず，さらに資料を活用して説明

までできた児童生徒は約 30％に満たない数である。これらのことから歴史的事象の持つ

意味をとらえ，その根拠としての資料選択をし，文章で説明する力は十分とは言えない

現状が見えてきた。 

 ８は，明治から昭和初期にかけての主に外交上のできごとを取り上げて，歴史上の人

物名や日本がかかわる主な戦争名や歴史的事象が日本の国際的な地位の向上にどのよう

な役割を果たしたのかを記述する問題である。自分で選んだ歴史的事象を日本の国際的

な地位の向上の視点から説明する問題の（２）では，無解答率が高く，このような歴史 

 



 
的事象を歴史の流れの中でとらえて的確に説明できる児童生徒は約 20％である。 

 主な人物の学習を通して歴史的事象を時系列で学習する活動にとどまらず，その時代

の特色と歴史的事象を結び付けてその意味や役割などを理解させるために，歴史上の人

物の立場から歴史的事象を見るとともに，その人物の業績に重点を置いて見るようにさ

せたり，歴史的事象相互の関連に気付かせたりする等の学習活動を工夫することが大切

である。 
 
 

（４）「我が国の政治」 

 ９は，生涯学習センターができるまでの様子を記した文章を読み，政治のしくみを大

まかに問う問題である。結果からは，（１）では基本的な知識がほぼ身に付いているこ

とが分かったが，（２）では具体的な公共の施設名を答えることができた児童生徒が半

数程度しかおらず，無解答率が約４割であった。この学習内容が単なる語句としての知

識にとどまり，学習内容が実生活や実社会の中で社会を見る目としての知識までには高

まっていないことが分かる。 

 10 は，ねらいとして国際連合の働きを多面的にとらえること，また国際交流を身近な

具体例として理解できているかを問う問題である。結果からは，国際連合の役割と国際

協力で学習した青年海外協力隊の役割との混同が見られた。また，国際交流の具体例を

挙げることができた児童生徒は約 60％いたものの，無解答率が約 30％であり，実生活や

実社会ではどのように行われているのかをつかみ切れていない児童生徒がいることが分

かった。 

政治がどのように私たちの生活にかかわっているのかを調べ，児童生徒が見聞きした

り，生活の中で体験する場面を想起させたりして，概念的な理解とともに具体的な政治

的活動を通して政治をとらえることが大切である。 

 また，第６学年の最後の単元となるため，児童生徒が学習を深めることや実生活や実

社会との関連を考察するなどの時間の確保をするために年度当初から計画的に学習を進

めていくことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４ 設問別の分析・考察・指導のポイント 
 

問題番号 評価の観点 

大 

問 

小 

問 

出題の 

内容 
思考・

判断 

技能・

表現 

知識・

理解 

通過

率 

(％)

■＝出題のねらい，△▲＝分析，☆＝指導のポイント 

(1)

ア 

 

 

 

○ 73.4

(1)

ｲ 
 

  

○ 67.9

(1) 

ウ 
 

  

○ 80.3

(2)  

  

○ 29.2
１ 

(3) 

県の様子 

○ 

  

68.7

■(1)岡山県の地形の特色とその名称を理解している。 
■(2)東西の方位と岡山県の河川の名称を理解している。 
■(3)岡山県の地形の特色を書いた文章からそこを通る高速道路の経路を

選択できる。 
△▲ (1)のウの通過率からは，岡山平野の位置について大部分の生徒

は理解できていると考えられる。それに対してア・イの通過率からは

岡山県の山地や高原の理解ができていない生徒がやや多いと言える。

その原因としては，山地と高原の違いを十分理解していないことが誤

答の要因になっているものと思われる。 
▲ (2)では，三大河川の名称と位置について，多くの生徒が十分理解

できていないと考えられる。河川名だけでなく問題文の中の「東か

ら順に」という条件を読み取れなかった生徒や，地図上の方位を正

しく認識できなかった生徒も多いのではないかと思われる。 
▲ (3)では，岡山県の地形の特色を踏まえ，高速道路の経路とその付近

の土地の様子を説明した文章とを結び付けて考える力が十分でないと

考えられる。 
☆ 地形の特色の学習では，地図に加えて写真などの資料を活用し，

山地・高原・平野の違いを明確にとらえることができるようにした

い。その際には，自分たちの地域と他の地域を比較することも有効

と思われる。三大河川については，水源利用などで地域とかかわり

の深い河川を確認したり，河川同士の位置関係をとらえさせたりし

て印象付ける工夫をしたい。また，地形の名称や方位は県内の特色

ある地域の学習の際にも繰り返し扱うようにして，定着を図ってい

きたい。 
☆ 主な交通網の学習では，名称や位置を確認するだけではなく，指旅

行など地図から周囲の様子を想像しながら土地の様子を説明する活

動のように，楽しく取り組みながら読図による理解を深めていく学

習活動を工夫したい。  

(1) 

 

○  45.9

２ 

(2)

① 

稲 作 

 

○  89.1

■(1)都道府県の位置と名称を理解し，岡山県の米の生産量と比較して生 

産量が特に多い都道府県を資料から読み取ることができる。 
■(2)①米作りに関する統計資料から読み取ったことを表現できる。 
■(2)②複数の米作りに関する統計資料を関連付けて読み取った傾向の理

由を説明できる。 
■(3)二つのグラフの変化を読み取り，品種改良のねらいを生産者の立場

から考え，表現できる。 
■(3)二つのグラフの変化を読み取り，品種改良のねらいを消費者の立場

から考え，表現できる。 
▲ (1)このような通過率となった要因としては，単純な数値の読み取

りよりも選択肢にある県の位置を地図上で特定できていないことが最

も大きいのではないかと思われる。 
△ (2)①一つのグラフが示す大まかな傾向を読み取る力は，ほとんどの

生徒が身に付けていると言える。 
△▲ (2)②耕作時間の短縮を機械化の進展と関連付けて説明する力も

ほとんどの生徒が身に付けていると言える。ただし，無解答率が 

10.1％あり，記述式解答に対処しにくい傾向が見られる。 
 



問題番号 評価の観点 

大 

問 

小 

問 

出題の 

内容 
思考・

判断 

技能・

表現 

知識・

理解 

通過

率 

(％)

■＝出題のねらい，△▲＝分析，☆＝指導のポイント 

(2)

② 
○  

 

80.7

○ 

  

25.0２ 

(3) 

稲作 

○ 

  

26.5

▲ (3)稲作の発展を支えてきた品種改良の意義の考察が不十分であ

ると考えられる。これは，品種改良という語句は知っていても，品

種改良について人々の工夫や努力がどのようなねらいで行われてい

るのかをとらえ切れていないことを示している。また，無解答率が

40％を超えており，記述式解答に対処しにくい傾向が現れていると

思われる。 
☆ 都道府県名とその位置等についての知識は，小学校修了段階まで

に確実に身に付けるように小学校学習指導要領解説の各学年にわた

る内容の取扱いと指導上の留意点２（１）に明記されている。第５

学年の教科書の指導内容と関連して適宜扱うにとどまらず，クイズ

的な要素も加えるなど，指導方法を工夫して定着を図るようにした

い。また，第６学年の学習においても，歴史的事象に関連した場所

を現在の都道府県名で確認するなど，知識が定着するように適宜指

導したい。 
☆ 品種改良については，農業試験場の人々が生産者や消費者が求める

ものを開発するために長年にわたって努力を続けてきた意味につい

て考える場を設定することが必要である。その際，自分の考えや根

拠となる事実を箇条書きにするなど，書く活動を位置付けるととも

に，話し合いによってより多面的な見方・考え方に触れることがで

きるようにしたい。 

(1)  ○ 

 

74.6

(2) ○  

 

57.4

３ 

(3) 

工業 

 ○ 

 

47.8

■(1)グラフと分布図から我が国の工業生産の様子を正しく読み取ることが

できる。 
■(2)臨海部の工場の立地条件を考えることができる。 

■(3)我が国の輸出入の様子が分かる複数の資料から，必要な情報を持つ

資料を選択し正しく読み取ることができる。 

△ (1)我が国の工業地帯（地域）の分布や工業生産額の特色を地図やグ

ラフから正しく読み取る力は，多くの児童生徒が身に付けていると考

えられる。 
▲ (2)「海に近いところ」の方が工業がさかんな理由を船舶での大量輸

送や土地の確保等の面から考えることができにくかったようである。

25.9％の生徒が間違っており，海水を工業用水として使う方に着目し

てしまったのではないかと考えられる。無解答率が16.7％あり，ここ

でも記述式解答に対応しにくい傾向が見られる。 
▲ (3)我が国の輸出入の特徴について複数の資料から正しく読み取る

ことが不十分であると考えられる。誤答である３を選択している生徒

が 31.6％いるが，「適切でないものを選ぶ」という問題を勘違いし

て輸出・輸入額の変化について明らかに正しいこの選択肢を選んでし

まったのではないかと思われる。 

☆ 普段の学習活動の中で，一人で考え，意見をまとめたり，学級全体

で意見を出し合い，みんなで考えたりする時間をしっかりと確保する

ことが必要である。例えば臨海部に工場を立地する理由をノートに書

いたり，友達に説明したりする等の活動を大事にしていきたい。地図

帳の分布図や統計資料を活用して調べる際には，そのグラフのタイト

ルに着目し資料が示していることをしっかりと確認したり，世界地図

や地球儀も用いて位置を確認したり印を付けたりする等の学習活動

を工夫することが大切である。 



問題番号 評価の観点 

大 

問 

小 

問 

出題の 

内容 
思考・

判断 

技能・

表現 

知識・

理解 

通過

率 

(％)

■＝出題のねらい，△▲＝分析，☆＝指導のポイント 

(1) ○  

 

71.9

(2) ○ 

  

71.1４ 

(3) 

情報 

○ 

  

88.1

■(1)情報の伝達の基本的な流れを理解することができる。 
■(2)情報にかかわる人々の工夫や努力から，正確な情報発信の必要性に

ついて考えることができる。 
■(3)情報を受ける側が気を付けなければならないことを正しく判断できる。

△ (1)大部分の生徒は基本的な情報伝達の流れを理解できている。 

また，(2)は，情報を扱う仕事をしている人たちの努力や工夫につい

ても多くの生徒は正しい判断ができていると考えられる。(1)と(2)

は選択肢がなく，ふさわしい語句を記入する問題であるが，放送局を

見学したり，ビデオやインターネットを活用したり，番組作りをし

たりした経験を生かして有効な学習ができていると考えられる。 

(3)は，情報化社会の中で情報を受ける側の危険性についても，大部

分の生徒は正しい判断ができていると考えられる。 

☆ 見学したり視聴覚教材やインターネット等を活用したりして，情報

を扱う仕事をしている人々の工夫や努力，放送局や新聞社が果たして

いる役割について具体的に調べることが大切である。また，情報は私

たちの日常生活に大きな影響を及ぼしており，情報モラル（個人情報

の保護）等と関連付けて指導することで，情報の有効な活用法を考え

させることが大切である。 

(1)   ○ 62.2

(2)

-1 
 ○  59.3

(2)

-2 
 ○  68.2

(2)

-3 
 ○  82.8

(2)

-4 
 ○  53.5

５ 

(3) 

国土 

 ○  58.2

■(1)方位と近隣諸国の位置及び国名が理解できる。 

■(2)我が国の国土の位置や構成について，地図から形状，相対的な位置

関係を正しく読み取ることができる。 

■(3)地図からおよその距離を読み取ることができる。 

▲ (1)大韓民国は日本に近い国の一つであり，しかも，スポーツや文化

を通しても日本と関係が深いという状況を考えると62.2％の通過率

では，理解がやや不十分であると思われる。世界地図上での日本と近

隣諸国の位置関係の認識がやや低いと思われる。 

△▲(2)-3の通過率が82.8％である。その他は，50～70％の通過率であ

る。このような差がでているのは，方位の理解が不十分であると考え

られる。 

▲(3)の通過率が58.2％である。地図上のおよその距離を縮尺を使って

求めるという技能が十分身に付いていない生徒が，半数近くもいると

言える。 

☆ 地図帳や地球儀などを活用する時，経度，緯度及び方位等に触れ，

国土の位置や範囲，近隣諸国の国名と位置などを調べる作業や実際に

地図に書き込む等，学習活動を工夫することが大切である。 

  また，位置を表す方法として，日本と他の国や大陸と位置関係を方

位を活用して示すなどの相対的な表し方の指導も取り入れていく必

要がある。 
    さらに，第４学年で学習する縮尺については，第５学年以後も，地

図帳を活用する際に，努めて使用することが大切である。 

６ (1) 古墳時代   ○ 42.3

■(1)大陸や朝鮮半島の影響を受けた様子を理解することができる。 
■(2)古墳の分布の資料から，古代の日本の様子を正しく読み取ることがで

きる。 
■(3)古墳の分布の資料から，当時の岡山の様子を考えて，表現することが

できる。 

▲ (1)正答の「ひらがな」は国風文化として取り扱われ他の語句とは明

らかに異質な語句であり，基本的な知識として身に付けさせたいが，



問題番号 評価の観点 

大 

問 

小 

問 

出題の 

内容 
思考・

判断 

技能・

表現 

知識・

理解 

通過

率 

(％)

■＝出題のねらい，△▲＝分析，☆＝指導のポイント 

(2)  ○  75.9

６ 

(3) 

古墳時代 

○   45.6

  正しく正答できた生徒は半数にも満たなかった。また，「仏教」と「

はた織り」の誤答の選択肢をいずれも20％強の生徒が選んでいること

から設問の「あてはまらないもの」を「あてはまるもの」と読み間違

えたとも考えられる。 
△ (2)古墳の分布の資料から大部分の生徒は情報を正しく読み取るこ

とができていると言える。 

▲ (3)無解答率が 19.6％であった。この問題は資料から得られた情報

を既習の知識と照らし合わせて合理性がある答えを考えて答えると

いう問題であり，合理的な考察やその内容を記述する力が弱いと思わ

れる。 

☆ この時代の学習指導に当たっては，地元にある郷土資料館などを活

用して遺物などを観察したり，身近にある古墳などについて調べたり

して生徒の関心を高めるようにすることが大切と考えられる。また，

私たちの身近にあるものと当時の文化と関連付けて理解させること

も重要である。このように自分の考えを書く記述式解答には，抵抗感

があるようである。日頃から授業やテストで，記述式の問題に取り組

ませるように努める必要がある。  

(1)   ○ 51.0

(2)  ○  50.1

(3) ○ ○  27.6

７ 

(4) 

江戸幕府

の政治 

 ○  53.8

■(1)江戸幕府の支配体制を確立した徳川家光の業績を理解できる。 
■(2)江戸時代に関する様々な統計資料から，参勤交代の目的に関連した 

 資料を選択することができる。 

■(3)参勤交代の目的を資料を活用して説明できる。 

■(4)鎖国政策の背景を説明した文から，江戸幕府のキリスト教に対する政

 策を判断できる。 
▲ (1)通過率が51.0％で誤答が37.8％を超えていることから，生徒の半

数は徳川家光の業績への理解が不十分であると言える。教科書に出て

くる徳川将軍の人物名と業績が混乱し，幕藩体制の確立期の人物とそ

の業績を関連させて理解することができていないためと考えられる。

▲ (2)参勤交代の制度の目的を大名の費用負担という視点からとらえ

ることができず，関連の深いものとして江戸時代の身分別人口のグラ

フを選択した児童生徒が25.1％もいた。参勤交代の制度の目的及び各

グラフが示す歴史的事象を費用負担の視点から関連付けて考えるこ

とが十分できていない生徒が多くいたためと考えられる。 

▲ (3)通過率は27.6％で，誤答率が30.6％で無解答率が41.7％ある。参

勤交代の制度の目的を正しく理解できていないとともに，文章記述で

資料と目的との関係を説明することが不十分であると考えられる。

▲ (4)基本的な知識として鎖国政策について述べた複数の文章から共

通する語句を推測する問題である。また無解答率が18.4％あり，キリ

スト教に対する幕府の政策を多面的に理解するが不十分であると考

えられる。 

☆ 幕藩体制の確立期における重要な政策については，教科書の用語に

アンダーラインを引かせたり，人物の業績と関連させてその政策の目

的を考えさせたりしながら指導し，まとめの段階で人物ごとに業績を

表にまとめさせるなどノートの整理をさせることが必要である。 
☆ 教科書に掲載されているグラフから分かることを発表し合う等，

資料を読み取る活動や，資料と歴史的事象を関連付けて考える学習

活動を工夫することが大切である。 



問題番号 評価の観点 

大 

問 

小 

問 

出題の 

内容 
思考・

判断 

技能・

表現 

知識・

理解 

通過

率 

(％)

■＝出題のねらい，△▲＝分析，☆＝指導のポイント 

(1)   ○ 70.1

(2) ○  ○ 20.2８ 

(3) 

明治から

昭和初期

の政治 

  ○ 67.0

■(1)明治維新に活躍した人物から大日本帝国憲法の草案をつくった人物 

  を選択できる。 
■(2)我が国の国際的な地位が向上した歴史的事象を取り上げて，その理

由を説明できる。 
■(3)明治時代以降の外国との戦争の流れを理解できる。 
△ (1)伊藤博文と大日本国憲法の草案づくりの関連について大部分の

児童生徒は理解していると言える。 

△ (2)大日本帝国憲法の発布，治外法権の廃止，関税自主権の回復とい

う歴史的事象とその内容を国際的な地位の向上と関連付けて説明す

るという思考力と深い知識・理解を必要とする問題である。 

△ (3)明治時代以降の外国との戦争の流れについて理解している生徒

が多い。 
☆ 学習の導入やまとめの段階で，年表を活用して歴史を概観してお

おまかな流れを把握させたい。 
☆ 近代の国際的な地位を向上させる歴史的事象について，その内容や

意義を関連付けて考え，文章記述するという難易度の高いレベルの

学習課題にも，理解の程度に応じて取り組ませたい。 

(1) 

② 
  ○ 70.7

(1) 

② 
  ○ 73.0

９ 

(2) 

政治の働

き 

○   
53.7

47.6

■(1)公共施設の建設を例に地方公共団体の働きやしくみを理解できる。 
■(2)公共施設の意味を考え公共施設の例を具体的に挙げることができる。

▲ (1)①②は地方自治にかかわる最も基本的な「税金」・「選挙」とい

う語句の理解を問うものである。「市民がおさめた」・「市民の代表

として・・で選ばれた」といった前後の文言から正解が得られると考

えられるが，両者とも70％程度の通過率であった。「税金」について

は，昨年度「納税が国民の義務の一つである」という理解が91.3％と

非常に高かったのに比べ，「税金」そのものを答えることがやや低か

ったのは，「税金」がどのようなもので，どのように使われているか

の具体的な認識が不十分であると考えられる。 

▲ (2)具体的な公共施設の例を問う設問であるが，約50％の通過率であ

り無解答率も30％を超えている。公共施設が，抽象的な語句の理解に

とどまり，具体的な身近な建物であるという理解が不十分であると考

えられる。 

☆ 「政治の働き」は概して抽象的な学習になりがちであるが，地方の

政治を学習することにより，政治をより身近なものとしてとらえさせ

ることができる。それぞれの語句を単に暗記させるだけではなく，日

常生活の具体的な事象や身近な暮らしの中のできごとと常に関連付

けることで実生活や実社会に結び付けて理解させる指導が大切であ

る。 

１０ (1) 
国連と国

際交流 
  ○ 31.6

■(1)国際連合の働きについて理解できる。 
■(2)国際交流の意味を理解し，具体的例を挙げることができる。 

▲ (1)国際連合の働きにかかわる設問であるが，通過率が 31.6％と低

  い。これは，国際交流の項で学習する青年海外協力隊の理解が不十

  分で国際連合の活動と混同していることが，その理由と考えられる。

▲ (2)国際交流について通過率は 58.9％とその理解が不十分で，その

  上，無解答率が 29.7％と高い。授業中に教師が事例を掲げる中で答

 



問題番号 評価の観点 

大 

問 

小 

問 

出題の 

内容 
思考・

判断 

技能・

表現 

知識・

理解 

通過

率 

(％)

■＝出題のねらい，△▲＝分析，☆＝指導のポイント 

１０ (2) 
国連と国

際交流 
○  ○ 58.9

  えることはできても，いざ解答を記述するとなると思いつかなかっ

  た生徒も多いと考えられる。 

☆ (1)国際連合の目的については，募金活動など日常生活の中の具体

  的な事例と結び付けて理解させたい。また，「国際協力」については

政府が行うもの，民間のボランティア活動で行われるものなど，丁

  寧に整理させながらまとめる工夫が大切である。 

☆ (2)「国際交流」については，マスメディアの発達により，特にスポ

ーツによる国際交流などを目にすることが増えてきており，日常生活

の身近な場面を取り上げながら概念の定着を図るとともに，具体例を

探して説明するような学習場面を授業に入れていく必要がある。 

 
 
 

５ 小学校・中学校における指導のポイント 
  
 今回の調査から，昨年と同様に社会的事象の意味や働き及び基礎的知識や概念の理解

とその活用が十分にできていない実態が概観された。その結果の詳しい状況については，

基本的な地名や方位を踏まえた地図上の場所を理解できていなかったり，歴史的事象と

その歴史的な意味とが十分に結び付いていなかったり，地方自治体のような概念での理

解はできていても実生活や実社会ではどのようなものとして存在しているのかを理解で

きていなかったりする傾向が見られた。 

 また，社会的事象の内容を文章で説明したり，複数の資料から読み取ったことをもと

に考察したり，逆に資料を選択して自分の考えを文章で表現したりする力が不十分であ

る児童生徒が多いことも浮かび上がってきた。 
 
 

「小学校」 

 地図活用の指導では，第３・４学年においては，絵地図から市町村や県全体の平面地

図へと学習を進めていく間に距離感や方位の認識を実体験とともに意識させながら指

導する。 

例えば，教室にいつも親しめるように地図を掲示し，機会があるごとに付箋やピンな

どで関心のある対象を示していくなどの活動を通して，広い範囲での空間認識を育成す

る基礎を培う取組も考えられる。 

さらに第４・５学年の地図帳の指導の場面では，地図帳の索引等を使って位置を調べ

る技能や地図記号を指導するだけでなく，学習対象とする地域をなぞってみたり，指で

押さえてみたりするなどの活動によって広がりや結び付いている他の地域との位置関

係に着目させ，その特色をつかませるような指導の工夫が必要である。 

 第４学年以降の指導では地図帳を他の教科や総合的な学習の時間に活用させること

で，様々な事象を，方位も含めた空間的な認識を踏まえて理解させることができる。ま

た，身近な市町村や国土及び近隣諸国から世界各国への興味や関心を高めていくことも

可能となる。 

 歴史学習では問題解決的な学習過程を基本とするので，児童は歴史上人物に関する資 



 
料を探したり，調べた事実をまとめたりする活動を経験しているが，歴史的事象を調べ 

て文章を書き写しそのまま読み上げて終わるのではなく，自分の言葉を使って文章でま

とめたり，歴史上の人物の業績に見出しを付けたりするなど，歴史的事業に対するとら

え方が分かるようにまとめ，それをクラスやグループで発表し合わせるような学習活動

をしていくことが大切である。 

 さらに，調べ学習後の話し合いの指導も重視し，どのような学習をしてきたのか，以

前に学習した人物が生きた時代の特色との違いは何だったのか等を児童に問いかけ，今

までの学習を振り返り，学習内容が定着するように工夫することを大切にしていきたい。 

日本の政治や国際協力については，概念的なものを説明して教えるような傾向になり

がちなので，日常生活との結び付きを大切にするためにも，授業の導入やまとめで，ニ

ュース番組の一部を見せたり，新聞の一部を読ませたりするなどの学習場面を取り入れ，

児童が実感できるように授業展開を工夫することにより，更に理解が深まり，現代社会

をとらえる視点を持てるようになると考えられる。 

記述式解答の無解答率が高かったことに対しては，発達段階を考慮しながら，様々な

資料から情報を取り出し，整理して自分の考えを持つこと，そしてそれを文章で表現す

ることを授業の中で大切にしていきたい。また，併せて，評価方法を工夫し，既習の学

習内容を活用して考える問題や記述による説明を求める問題を取り入れるなど，身に付

いた力がどの程度なのかを客観的に評価できるようにしていくことも大切である。 
 
 

「中学校」 

 地理的分野では，生徒の中には基礎的な知識として都道府県の位置や名称を理解でき

ていなかったり，方位の認識が十分身に付いていなかったりする生徒がいることから，

中学校の早い段階で繰り返し都道府県の位置や名称を確認することが必要である。方位

を使って相対的に都道府県を表すようなクイズをつくらせるなど，楽しく覚えられるよ

うな工夫も必要である。 

 また，複数の資料を扱うと資料相互の関連や読み取ったことを分析したり考察したり

することが十分できない生徒がいることから，中学校では授業で資料やグラフなどを活

用する場面が多くなるので，資料の読み取りに慣れるとともに，読み取れることを表や

図にまとめるなど，読み取ったことを整理してから考察するように指導する必要がある。 

さらに，歴史的事象とその歴史的な意味や基礎的知識が十分に結び付いていない生徒

がいることから，詳細な事象の学習にならないよう配慮しつつ，学習指導要領に示され

た「古代までの日本」のような大項目レベルの学習を終えた段階で，既習の歴史的事象

と用語を確認させ，時代ごとに歴史的事象をまとめたり関連付けたり，他の時代の共通

点や相違点を明らかにすることで歴史的事象の歴史的意味がとらえやすくなり，基礎的

な知識を再確認することができると思われる。 

 政治の分野は歴史的分野の戦後史と第３学年の公民的分野で学習することから，普段

から社会で起こる身近な事象を用いて概念の理解を促しておくなど，第１・２学年の授

業であっても公民的分野の学習内容を意識させておくようにすることが望まれる。 
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問
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9
（

そ
の
他
の
誤

答
）

無
回
答

ア 73.4 73.4 73.4 26.1 0.5

イ 67.9 67.9 67.9 31.6 0.5

ウ 80.3 80.3 80.3 19.1 0.5

2 29.2 29.2 18.1 29.2 25.3 25.9 1.4

3 68.7 68.7 11.7 10.9 7.2 68.7 1.5

1 45.9 45.9 21.0 22.0 45.9 9.6 1.5

1 89.1 89.1 89.1 7.9 3.0

2 80.7 80.7 80.7 9.2 10.1

25.0 25.0 25.0 32.6 42.3

26.5 26.5 26.5 24.5 49.1

1 74.6 74.6 74.6 9.6 3.6 10.9 1.4

2 57.4 57.4 57.4 25.9 16.7

3 47.8 47.8 9.4 47.8 31.6 9.8 1.4

1 71.9 71.9 71.9 21.1 7.0

2 71.1 71.1 71.1 19.7 9.2

3 88.1 88.1 3.1 4.6 2.5 88.1 1.6

1 62.2 62.2 62.2 28.7 9.1

1 59.3 59.3 38.2 59.3 1.0 1.5

2 68.2 68.2 29.0 68.2 0.9 1.9

3 82.8 82.8 82.8 14.9 0.7 1.6

4 53.5 53.5 43.8 53.5 0.9 1.8

3 58.2 58.2 5.1 14.9 58.2 19.2 2.7

1 42.3 42.3 20.7 42.3 22.6 13.4 1.0

2 75.9 75.9 4.1 10.3 75.9 8.4 1.3

3 45.6 45.6 45.6 34.8 19.6

1 51.0 51.0 51.0 37.8 11.2

2 50.1 50.1 25.1 8.0 12.0 50.1 4.8

3 27.6 27.6 27.6 30.6 41.7

4 53.8 53.8 53.8 27.9 18.4

1 70.1 70.1 3.1 70.1 14.3 9.1 3.4

2 20.2 20.2 20.2 35.6 44.2

3 67.0 67.0 14.7 4.8 67.0 5.3 8.1

1 70.7 70.7 70.7 18.0 11.2

2 73.0 73.0 73.0 12.9 14.1

53.7 53.7 53.7 14.3 31.9

47.6 47.6 47.6 12.7 39.7

1 31.6 31.6 15.0 29.0 15.9 31.6 8.5

2 58.9 58.9 58.9 11.4 29.7
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